平成30年の大阪経済
－大阪経済の回復は緩やかに－
　商工労働部（大阪産業経済リサーチ&デザインセンター）は、府内の経済動向について四半期ごとに『おおさか経済の動き』としてとりまとめています。このたび、平成30年の年間の経済動向を『平成30年のおおさか経済の動き』として発行しました。その概要は以下のとおりです。
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平成30年の大阪経済は、緩やかな回復基調にあったが、6月の大阪府北部地震や9月の台風21号の影響により消費が弱含んだ。輸出は、関空閉鎖の影響もあり9月には落ち込み、10月に持ち直したものの、中国経済の減速、米中貿易摩擦の下で減速した。こうしたことから、年末における大阪経済の回復は緩やかであった。完全失業率は低い水準で推移し、就業者数が増加するなど、雇用は引き続き堅調に推移した。
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